
JACR Monograph No.24 
第 2部 第 27回学術集会を てー 一 ポスター発表 

 

神奈川県内におけるがん患者の死因ならびに死亡場所に関する研究 

 
 

 代子     中     
今  織   佐代子  成松 人 

川県立がんセンター 研究所 がん ・情報学部 
 

目的  
全 がん登録が開 されたことは、日本のがん対策を講じる上では 常に大きな前進で

あり、 性のあるがん統計の となら 統計が集計できることの意義は大きい。

近年のがん 者の生存率向上や、がんに したとしても 解するがん 者も多く、特に

川県では 100 以上の生存者も多くなってきている こうした を みると、がん

者の 含め外 などの を把握集計しておくことの意義は大きいと考える 本研

究では、その第 1 報として 的ではあるが、全がん 者の と種 別にみた外 の

や 場所を整理し、今後のがん 者 に関する資料を作成することとした。 
 
方法  

川県悪性新生 登録事業（地 がん登録）データより 2016 年中（1 月 1 日 12 月

31 日）に されたがん 者の データを した。そのうち、人 動態 （

）のある データから、 の種 の記 のあるデータ、35971 件を解析対 と

し、特に でなくなった 442 件の を検討した。 川県では、2016 年の デー

タより の種 を 集できる仕組みを構築している。 の種 に って、 は、

不 の外 とその およ 不 の外 、不 の に分 し、集計は ICD 10 、

およ の統計分 にそって男女別、部 別に集計した。また 者の  
場所についても新別に集計した。 
 
結果  

 がん 者の多くが ・自 で くなることがわかった（表 1）。一方で、不 の事

ではなく、「その およ 不 の外 」分 され、その中でも「不 」として集計され

る 多いことが判 した。「その およ 不 の外 」の を分 すると（ICD-10）、
S00-T98（ 、中 、 の外 の影響）が最も多かった。 別 場所をみると、 ・

自 の約 80 が で くなっていた（図 1）。  
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表 1. 死因の男女別内訳 

 
 

 
図 1. がん患者の死因別死亡所 
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考  
 2016 年の 1 年間の 川県のがん 者の についての を整理したところ、

の の種 に記 のある 35971 件中約 1.2 が による であった 生 働 公

表の 単分 （2016 年） 数を比較しても「不 の外 」よりも「その およ

不 の外 （自 約 25 、不 74 ）」が男女とも最多で、不 とされる外 中「T-75.1
（ に らない 入 ）」が最も多かった 場所については、 に限らず

「 」で くなる方が最多で、特に ・自 では最も多い結果であった 自 で最

期を えたい 者の や、 高 社会にむけて今後、在 へ げていくための施策

は 々 要な課題であり、こうしたがん 者の 並 に 場所の 集を 続すること

の意義は大きいと考えている。本報は 的ではあるが、様々な情報を集約することがで

きたと考えており、今後、 にがん登録デ―タの利活用を通して ケア、 の質の向

上のための施策に げていきたいと考えている  
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